
１

おくのえいこ県政報告

入
梅
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

過
日
５
月
２８
日
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
魚
津
市
の
魚
津

桃
山
運
動
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
第
６８
回
全
国
植
樹
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
植
樹
祭
は
、
国
土
の
緑
化
運
動
を
国
民
運
動
と
し
て
広
げ
て
い

こ
う
と
昭
和
２５
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
富
山
県
で
の
開
催
は
、

昭
和
４４
年
の
第
２０
回
以
来
、
４８
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

植
樹
祭
で
は
、
天
皇
陛
下
が
、
富
山
県
で
開
発
し
た
優
良
無
花
粉
ス
ギ

「
立
山
森
の
輝
き
」
や
コ
シ
ノ
ヒ
ガ
ン
な
ど
を
、
皇
后
陛
下
が
コ
シ
ノ
フ
ユ

ザ
ク
ラ
や
キ
タ
コ
ブ
シ
な
ど
を
お
手
植
え
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
森
林
や
里
山
の
再
生
を
は
じ
め
、
自
然
環
境
の
保
全
に

対
す
る
機
運
が
一
層
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

県
議
会
も
任
期
の
折
り
返
し
を
迎
え
、
私
は
引
き
続
き
、
会
派
の
政
務
調

査
会
副
会
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
党
務
に
つ
い
て
も
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

平成29年６月発行
発行：自由民主党
富山県議会議員会
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Ａ．

現
在
、
県
内
１
６
８
か
所
の
高
齢
者
施
設
や
障
が
い
者
施
設
等
が
指
定
さ
れ
て

お
り
、
平
成
２８
年
度
末
に
は
１
８
１
か
所
が
指
定
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
福

祉
避
難
所
の
充
足
率
に
つ
い
て
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
明
確
な
基
準
が
な

い
。一

般
の
避
難
所
等
の
中
に
福
祉
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
等
、
状
況
に
応
じ
て

様
々
な
方
法
で
積
極
的
に
福
祉
避
難
所
機
能
を
確
保
し
、
要
配
慮
者
が
設
備
や
体

制
が
整
っ
た
避
難
所
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
と
と
も
に
取
り
組
み
た
い
。

な
お
、
福
祉
避
難
所
の
受
け
入
れ
人
数
に
つ
い
て
、
市
町
村
で
現
在
把
握
で
き
て

い
る
の
は
約
４
７
０
０
人
で
あ
る
が
、
把
握
し
て
い
な
い
市
町
村
も
あ
り
、
考
え

方
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
精
査
し
て
い
き
た
い
。

ް
ੜ
෦


Ａ．

災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
救
護
対
策
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
平

成
２６
年
度
か
ら
、
関
係
市
町
村
や
県
獣
医
師
会
等
と
連
携
し
、
県
の
総
合
防
災
訓

練
に
お
い
て
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
訓
練
等
を
実
施
し
て
き
た
。
受
付
後
の
一
時
預

り
時
に
落
ち
着
き
が
な
く
な
っ
た
り
、
吠
え
た
り
す
る
こ
と
、
ノ
ミ
や
ダ
ニ
の
対

策
の
必
要
性
が
わ
か
っ
た
ほ
か
、
平
成
２８
年
度
は
一
般
県
民
の
参
加
も
あ
り
、
成

果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
が
円
滑
に
避
難
で
き
る

よ
う
ペ
ッ
ト
の
救
護
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。
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Ａ．

平
成
２６
年
に
改
定
し
た
県
動
物
愛
護
管
理
推
進
計
画
に
お
い
て
、
災
害
時
の
救

護
体
制
の
整
備
お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
図
る
と
し
て
い
る
。

今
後
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
等
の
教
訓
を
十
分
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

同
行
避
難
訓
練
で
得
ら
れ
た
課
題
等
も
整
理
し
、
県
獣
医
師
会
や
動
物
愛
護
団
体

等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
検
討
会
を
設
置
し
、
動
物
救
護
体
制
の
構
築
や
避
難
所
を

運
営
す
る
市
町
村
の
参
考
と
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
取
り
組
み
た
い
。
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Ａ．

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
検
挙
件
数
お
よ
び
相
談
件
数
は
、
昨
年
過
去
最
高
に
な
る
等
、

サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
は
日
々
深
刻
化
し
て
い
る
。
サ
イ
バ
ー
犯
罪
等
に
は
、
時

間
的
、
場
所
的
制
約
が
な
く
、
目
に
見
え
な
い
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
で
は
、
関
係
機
関
等
と
の
情
報
交
換
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

意
識
の
低
い
子
供
や
高
齢
者
等
の
被
害
防
止
に
向
け
、
広
報
活
動
等
に
取
り
組
む
。

ま
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
導
入
等
、
第
４
次
産
業
革
命
の
到
来
を
見
据
え
、
機
密
情
報
や
個

人
情
報
が
盗
ま
れ
れ
ば
、
企
業
経
営
に
も
多
大
な
影
響
が
出
る
こ
と
か
ら
、
職
員

の
能
力
の
底
上
げ
の
ほ
か
、
専
門
技
能
を
有
す
る
職
員
の
採
用
等
の
推
進
に
も
取

り
組
み
た
い
。
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現
在
、
県
内
全
市
町
村
に
お
い

て
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
は
作

成
済
み
で
あ
り
、
約
５
万
６
千
人

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
個
別

計
画
の
策
定
状
況
は
、
個
別
計
画

の
必
要
な
方
約
２
万
５
８
０
０
人

の
う
ち
、
９
４
０
０
人
に
留
ま
っ

て
い
る
。

県
で
は
新
年
度
、
研
修
会
の
開

催
時
に
、
具
体
的
な
事
例
の
紹
介

等
を
通
じ
、
市
町
村
に
対
し
て
早

急
に
全
て
の
個
別
計
画
を
策
定
す

る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。
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最
終
的
に
は
、
６
月
の
株
主
総
会
で

期
末
配
当
額
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
２
９
年
度
予
算
案
で
は
、
前
年
度

と
同
額
で
計
上
し
た
。
発
表
通
り
の
配

当
と
な
れ
ば
、
県
が
受
け
取
る
配
当
額

は
期
末
配
当
分
だ
け
で
、
約
１
億
７
千

万
円
の
減
額
と
な
る
。
予
算
編
成
の
過

程
で
、
必
要
性
や
事
業
効
果
等
を
厳
し

く
判
断
し
て
お
り
、
今
後
、
配
当
金
の

減
少
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
一
般
財

源
等
、
他
の
財
源
の
活
用
等
も
検
討
し
、

事
業
が
適
切
に
執
行
で
き
る
よ
う
対
応

し
た
い
。
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現
在
、
県
内
１
６
８
か
所
の
高
齢
者
施
設
や
障
が
い
者
施
設
等
が
指
定
さ
れ
て

お
り
、
平
成
２８
年
度
末
に
は
１
８
１
か
所
が
指
定
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
福

祉
避
難
所
の
充
足
率
に
つ
い
て
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
明
確
な
基
準
が
な

い
。一

般
の
避
難
所
等
の
中
に
福
祉
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
等
、
状
況
に
応
じ
て

様
々
な
方
法
で
積
極
的
に
福
祉
避
難
所
機
能
を
確
保
し
、
要
配
慮
者
が
設
備
や
体

制
が
整
っ
た
避
難
所
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
と
と
も
に
取
り
組
み
た
い
。

な
お
、
福
祉
避
難
所
の
受
け
入
れ
人
数
に
つ
い
て
、
市
町
村
で
現
在
把
握
で
き
て

い
る
の
は
約
４
７
０
０
人
で
あ
る
が
、
把
握
し
て
い
な
い
市
町
村
も
あ
り
、
考
え

方
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
精
査
し
て
い
き
た
い
。
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Ａ．

災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
救
護
対
策
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
平

成
２６
年
度
か
ら
、
関
係
市
町
村
や
県
獣
医
師
会
等
と
連
携
し
、
県
の
総
合
防
災
訓

練
に
お
い
て
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
訓
練
等
を
実
施
し
て
き
た
。
受
付
後
の
一
時
預

り
時
に
落
ち
着
き
が
な
く
な
っ
た
り
、
吠
え
た
り
す
る
こ
と
、
ノ
ミ
や
ダ
ニ
の
対

策
の
必
要
性
が
わ
か
っ
た
ほ
か
、
平
成
２８
年
度
は
一
般
県
民
の
参
加
も
あ
り
、
成

果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
が
円
滑
に
避
難
で
き
る

よ
う
ペ
ッ
ト
の
救
護
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。
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平
成
２６
年
に
改
定
し
た
県
動
物
愛
護
管
理
推
進
計
画
に
お
い
て
、
災
害
時
の
救

護
体
制
の
整
備
お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
図
る
と
し
て
い
る
。

今
後
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
等
の
教
訓
を
十
分
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

同
行
避
難
訓
練
で
得
ら
れ
た
課
題
等
も
整
理
し
、
県
獣
医
師
会
や
動
物
愛
護
団
体

等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
検
討
会
を
設
置
し
、
動
物
救
護
体
制
の
構
築
や
避
難
所
を

運
営
す
る
市
町
村
の
参
考
と
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
取
り
組
み
た
い
。
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サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
検
挙
件
数
お
よ
び
相
談
件
数
は
、
昨
年
過
去
最
高
に
な
る
等
、

サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
は
日
々
深
刻
化
し
て
い
る
。
サ
イ
バ
ー
犯
罪
等
に
は
、
時

間
的
、
場
所
的
制
約
が
な
く
、
目
に
見
え
な
い
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
で
は
、
関
係
機
関
等
と
の
情
報
交
換
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

意
識
の
低
い
子
供
や
高
齢
者
等
の
被
害
防
止
に
向
け
、
広
報
活
動
等
に
取
り
組
む
。

ま
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
導
入
等
、
第
４
次
産
業
革
命
の
到
来
を
見
据
え
、
機
密
情
報
や
個

人
情
報
が
盗
ま
れ
れ
ば
、
企
業
経
営
に
も
多
大
な
影
響
が
出
る
こ
と
か
ら
、
職
員

の
能
力
の
底
上
げ
の
ほ
か
、
専
門
技
能
を
有
す
る
職
員
の
採
用
等
の
推
進
に
も
取

り
組
み
た
い
。
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現
在
、
県
内
全
市
町
村
に
お
い

て
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
は
作

成
済
み
で
あ
り
、
約
５
万
６
千
人

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
個
別

計
画
の
策
定
状
況
は
、
個
別
計
画

の
必
要
な
方
約
２
万
５
８
０
０
人

の
う
ち
、
９
４
０
０
人
に
留
ま
っ

て
い
る
。

県
で
は
新
年
度
、
研
修
会
の
開

催
時
に
、
具
体
的
な
事
例
の
紹
介

等
を
通
じ
、
市
町
村
に
対
し
て
早

急
に
全
て
の
個
別
計
画
を
策
定
す

る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。
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最
終
的
に
は
、
６
月
の
株
主
総
会
で

期
末
配
当
額
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
２
９
年
度
予
算
案
で
は
、
前
年
度

と
同
額
で
計
上
し
た
。
発
表
通
り
の
配

当
と
な
れ
ば
、
県
が
受
け
取
る
配
当
額

は
期
末
配
当
分
だ
け
で
、
約
１
億
７
千

万
円
の
減
額
と
な
る
。
予
算
編
成
の
過

程
で
、
必
要
性
や
事
業
効
果
等
を
厳
し

く
判
断
し
て
お
り
、
今
後
、
配
当
金
の

減
少
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
一
般
財

源
等
、
他
の
財
源
の
活
用
等
も
検
討
し
、

事
業
が
適
切
に
執
行
で
き
る
よ
う
対
応

し
た
い
。
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入
梅
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

過
日
５
月
２８
日
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
魚
津
市
の
魚
津

桃
山
運
動
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
第
６８
回
全
国
植
樹
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
植
樹
祭
は
、
国
土
の
緑
化
運
動
を
国
民
運
動
と
し
て
広
げ
て
い

こ
う
と
昭
和
２５
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
富
山
県
で
の
開
催
は
、

昭
和
４４
年
の
第
２０
回
以
来
、
４８
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

植
樹
祭
で
は
、
天
皇
陛
下
が
、
富
山
県
で
開
発
し
た
優
良
無
花
粉
ス
ギ
「
立

山
森
の
輝
き
」
や
コ
シ
ノ
ヒ
ガ
ン
な
ど
を
、
皇
后
陛
下
が
コ
シ
ノ
フ
ユ
ザ
ク

ラ
や
キ
タ
コ
ブ
シ
な
ど
を
お
手
植
え
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
森
林
や
里
山
の
再
生
を
は
じ
め
、
自
然
環
境
の
保
全
に

対
す
る
機
運
が
一
層
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
４
月
に
実
施
さ
れ
た
富
山
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
自
民
党
公
認
候
補
者
へ
の
お
力
添
え
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

県
議
会
も
任
期
の
折
り
返
し
を
迎
え
、
私
は
引
き
続
き
、
会
派
の
政
務
調

査
会
副
会
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
党
務
に
つ
い
て
も
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
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Twitter

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
、
安
倍
晋
三
自
民
党
総
裁
が
憲

法
改
正
に
言
及
し
た
こ
と
で
、
憲
法
改
正
に
向
け
た
議
論
が

加
速
し
て
い
ま
す
。

我
が
自
由
民
主
党
は
、
昭
和
３０
年
の
立
党
に
当
た
り
、
６

つ
の
使
命
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
、
憲

法
改
正
で
あ
り
、
「
現
行
憲
法
の
自
主
的
改
正
を
始
め
と
す

る
独
立
体
制
の
整
備
を
強
力
に
実
行
し
、
も
っ
て
国
民
の
負

託
に
応
え
ん
と
す
る
も
の
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
行
憲
法
施
行
か
ら
７０
年
、
我
が
党
立
党
か
ら
６２
年
目
を

迎
え
、
よ
う
や
く
議
論
が
本
格
化
し
、
ま
た
衆
議
院
、
参
議

院
と
も
に
改
憲
勢
力
が
三
分
の
二
の
議
席
を
有
す
る
こ
と
で
、

憲
法
改
正
の
発
議
が
で
き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
中
に
も
期
待
と
不
安

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
憲
法
改
正
は
国
民
投
票

に
よ
っ
て
決
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
国
民
的
議
論
の
中
で
、
私
た
ち
の
憲
法
の
ど

こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
、
未
来
に
向
け
て
私
た
ち

の
日
本
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
日
本
の
限
り

な
い
発
展
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ぜひご覧ください。

平成29年６月発行

発行：自由民主党
富山県議会議員会

̫̾ �̻��

http://www.pref.toyama.jp/sections/0100/

２月議会一般質問の詳しい様子は、富山県議会の
ホームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

６月議会では、６月23日（金）10：00～
予算特別委員会にて質問いたします。
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検
査
・
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
案
が
概
ね
ま
と

ま
り
、
県
内
関
係
者
間
で
の
意
見
の
共
有
や
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
人
材
養
成
が
進
ん
だ
と
い
っ

た
成
果
を
踏
ま
え
、
支
援
を
大
幅
に
拡
充
す
る
た
め
、

平
成
２９
年
度
か
ら
不
育
症
治
療
費
助
成
制
度
を
創

設
す
る
。

助
成
に
つ
い
て
は
、
４
市
町
が
未
定
と
し
て
い

る
が
不
育
症
治
療
の
重
要
性
や
効
果
を
丁
寧
に
説

明
し
、
制
度
が
創
設
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

補
正
予
算
で
対
応
さ
れ
た
場
合
に
は
、
県
の
助
成

制
度
を
年
度
当
初
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
す
る
等
、

柔
軟
に
対
応
し
た
い
。
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